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ワークショップ9　医療プロフェッショナリズム教育における漫画
7月31日（土）　14:50～16:20　3 チャンネル

演者・ファシリテーター：  宮田　靖志（愛知医科大学） 
Yasushi Miyata（Aichi Medical University）

内藤　知佐子（京都大学） 
Chisako Naito（Kyoto University）

高橋　優三（兵庫医科大学） 
Yuzo Takahashi（Hyogo College of Medicine）

藤野　ユリ子（福岡女学院看護大学） 
Yuriko Fujino（Fukuoka Jo Gakuin Nursing University）

岡本　華枝（岐阜聖徳学園大学） 
Hanae Okamoto（Gifu Shotoku Gakuen University）

WS-09（要旨） 医療プロフェッショナリズム教育における漫画
Manga for medical professionalism education

座長：宮田　靖志（愛知医科大学）　内藤　知佐子（京都大学）

医科学を教える・学ぶには言語情報が主力であり、非言語情報は従である。医療を教える・学ぶには非言
語情報が重要であるにもかかわらず、なぜか言語情報が重用されており、その限界は、医療面接やプロ
フェッショナリズムの教育に現れやすい。漫画による表現技法は著しく発達し、特に感情表現や状況の変
化・流れの描写に優れ、医療の現場における医療職や患者の心の機微を、文章では表現できないレベルで
表現する。この漫画の表現力を医療教育に応用する機運はあるが、その実務的ノウハウは未発達である。
本ワークショップでは、これまでに企画者が作成した漫画教材を振り返り、教材の目的達成のための漫画
ストーリー設定を学ぶ。その後、参加者が普段の教育で抱え込んでいる限界を共有し、漫画の力で解決す
る方法を探る。尚、漫画を使った教材づくりを今後さらに進めていく予定であり、ワークショップ参加者
の中でこのプロジェクトに参加してみたい人を募りたいと考えている。具体的には下記のように進める予
定である。１．オリエンテーション（５分）２．企画者が作成した漫画を使っての学習者体験とその振り
返り（15分）３．企画者が作成した漫画教材についての意見交換（10分×4教材）４．漫画で医療教育　総
論（10分）５．質疑応答（15分）６．まとめ（5分）　


